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研究要旨 

 本研究の目的は、成長曲線を活用した子どもの身体発育評価およびその保健・栄養指導

のためのマニュアル作成の基礎資料を得ることである。そこで、諸外国における乳幼児の

身体発育評価の際に使用している成長曲線の種類やその活用法について、関連論文や資

料をもとにまとめた。活用している成長曲線の種類として、母乳栄養を標準とし、健康な

子どもの“あるべき成長”を示した WHO Child growth standards（WHO-CGS）を活用また

は自国の成長曲線と併用している国が多かった。そして、特に乳児期の身体発育評価の際

の活用には、異なる栄養方法による成長パターンの違いに注意が必要であることが強調

されていた。WHO-CGS以外にも、米国 CDC2000、そして早産児の身体発育評価が可能な英

国 UK1990が複数国で活用されていた。そこで、これら 3種類の成長曲線について、各成

長曲線の基本的な概要と活用法を調べたところ、評価の対象年齢や基準は成長曲線によ

って異なり、また同じ成長曲線でも使用する国によって異なっていた。また各国/機関に

おいて、身体発育評価の際の適切な成長曲線の活用を促すために、保健従事者向けのトレ

ーニング教材（紙媒体、オンライン、ビデオ、パワーポイント）やマニュアルが作成され

ており、ホームページ上で公開されている。その主な内容として、身体発育評価の意義、

成長曲線の基本的概要、身体計測の方法、記録方法、評価の方法とその解釈、そして事例

集などが含まれている。特に UK1990では、成長曲線とともにその活用マニュアルが A3サ

イズ 1枚にまとめられており、実践現場で使用しやすいように設計されていた。以上、諸

外国における成長曲線を活用した子どもの身体発育評価の現状から、今後わが国の成長

曲線を活用した身体発育評価およびその保健・栄養指導のためのマニュアル作成のため

の参考にすべき有用な基礎資料が得られた。 

 

Ａ．研究目的 

 成長曲線を用いた子どもの身体発育評価

は、子どもの健康・栄養状態の改善や保護者

への保健指導・栄養指導、そして成長異常の

早期発見・早期治療にもつながるため、非常

に有用である。それゆえ評価の際に、どの成

長曲線を選択するか、またどのように活用

するかが重要となる。 

 わが国では、1940 年以降 10 年毎に実施

されてきた乳幼児身体発育調査の結果をも

とに、定期的に成長曲線が作成されている

1)。そして、乳幼児の身体発育や栄養状態の

評価、医学的診断に活用されている。また適

切な活用を促すために、平成 22 年調査をも

とに、主に自治体の保健従事者向けの乳幼

児身体発育評価マニュアルが作成されてい
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る 2)。 

 本研究班の目的のひとつとして、成長曲

線を活用した栄養指導・保健指導の評価手

法の検討がある。そこで、本分担研究の目的

は、諸外国における乳幼児の身体発育評価

の際に使用している成長曲線の種類やその

活用法について関連論文や資料をもとにレ

ビュー調査を行い、保健指導・栄養指導のた

めのマニュアル作成の基礎資料を得ること

である。 

 

 

Ｂ．方法 

B-1. 情報収集の方法ならびに選定条件 

 諸外国における成長曲線を活用した身体

発育の評価法に関する情報を収集するため

に、平成 30 年 11 月末時点において、

Medline に掲載された論文を対象に

「(growth AND (chart* OR reference* OR 

standards)) AND (monitor* OR assess*) 

AND (children OR infants OR preschool)」

に該当する 7206 件の論文を抽出した。この

うち過去 20年間に報告されたReview論文

773 件に限定し、論文のタイトルと抄録を

精査し、①乳幼児（0-5 歳）を対象、②成長

曲線を活用した身体発育の評価に関する内

容を含む、③英語論文の条件を満たした文

献を抽出した。さらに、これらの参考文献か

ら上記条件を満たす文献も併せて抽出した。 

 

B-2. 諸外国における成長曲線を活用した

身体発育の評価方法 

 上記の方法で抽出された文献をもとに、 

①使用している成長曲線の種類、 

②活用方法（対象年齢、成長指標の種類やそ

れを用いた評価、マニュアル等の有無など） 

について整理した。   

 

（倫理的配慮） 

 本研究は、既に公表されている文献に基

づいて実施されており、個人情報は扱って

いない。 

 

 

Ｃ．結果 

C-1. 諸外国における身体発育評価の際に

活用している成長曲線の種類（図１、表１） 

 ヨーロッパ 11 か国の 1198 名の小児科医

を対象に行った質問票調査結果 3)および調

査対象以外の国については文献レビューの

結果を加えて諸外国における成長曲線の活

用状況についてまとめた（表１）。子どもの

身体発育評価の際に活用している成長曲線

には、主に①自国で作成された成長曲線、②

他国・他機関で作成された成長曲線、③これ

ら両方、の 3 パターンが認められた。②の

場合は、特に 2006 年に公表された WHO の

成長曲線（WHO-CGS; WHO Child Growth 

Standards）が代表的である 4)。これは世界

6 か国で健康面、経済面、環境面において最

適な状況下で、かつ母乳栄養（生後４か月ま

での完全母乳および 12 か月まで部分母乳）

で育った子どもの身体発育計測値をもとに

作成されたものである。そのため健康な子

どもの“あるべき成長”を示した Growth 

standard として、全世界の子どもに共通し

て利用できるものとされている。それゆえ

に多くの国で単独活用あるいは併用されて

いる。WHO が 219 の国と領土を対象に行

った調査（回答率 82％）によると 5)、2011

年 4 月時点で 125 か国がすでに適用、25 か

国が適用を検討中、そして 30 か国が適用し

ていないという状況であった（図１）。当時、

適用を検討していたオーストラリアは、

2012 年に従来使用していたアメリカの

CDC2000 と WHO-CGS の併用を推奨し、

当時適用してなかった韓国は、2017 年から
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自国の成長曲線と併用している。 

 なお、表 1 に示すヨーロッパの 11 か国の

質問票調査の結果については 3)、あくまで

も臨床現場における医師個人の活用状況で

あり、国レベルの活用状況と異なる可能性

があることに注意が必要である。 

 

C-2. 主な成長曲線の活用方法（表２） 

 表１の結果から、身体発育評価の際に

WHO-CGS4)、CDC20006)、そして UK19907)が世

界的に広く活用されていることがわかった。

そのため、これら 3 種類の成長曲線につい

て、各成長曲線の基本的な概要とその活用

法を表 2 に示した。評価の際の対象年齢や

基準は、各成長曲線によって異なり、また同

じ成長曲線でも使用する国によって異なっ

ていた。しかし、基本的な評価として、50パ

ーセンタイル値に固執することなく、特定

のパーセンタイル曲線に沿って成長してい

るかを継時的に観察すること、もし 2 つ以

上の曲線を上下にまたぐときは医学的な介

入が必要であることは共通している。以下、

各成長曲線を活用した身体発育評価の特徴

を示す。 

 

①WHO-CGS 

 前述のとおり、WHO-CGS は最適な栄養

かつ健康的な環境下における子どものある

べき成長パターンを示したものである 4)。

そのため、世界基準として活用できる点が

特徴である。さらに世界的に推奨される母

乳栄養にそった身体発育評価のツールとし

て信頼性が高く、健康政策や保健指導とし

て母乳栄養を推進することの根拠とされて

いる。また WHO-CGS の評価指標として、

体重、身長、体重身長比、BMI、頭囲、上腕

周囲、皮脂厚など多数示されており、さらに

成長速度や 6 つの運動機能評価項目が含ま

れている。そのため、栄養不良の二重不可

（過体重と消耗）を多角的かつ適切に発見

し、経過を観察することが可能である。 

 なお、WHO-CGS の作成にあたり、母乳

栄養をはじめ、対象者の除外基準が厳格か

つ詳細に定められている。そのため、CDC

をはじめ多くの文献では 8)、WHO-CGS を

活用した身体発育の評価の際に、保健従事

者は異なる栄養方法による成長パターンの

違いに注意が必要であることが強調されて

いる。例えば、人工乳で育った子どもは、母

乳で育った子どもより生後 3 か月まではゆ

っくり成長し、その後 6 から 18 か月までは

母乳で育った子どもよりも体重の増加速度

がより早いことが知られている。そのため、

人工乳で育った子どもを WHO-CGS で評

価した際には、生後 5 から 7 か月頃に成長

曲線の基準線を上方向に横切る可能性があ

り、過体重と評価される可能性が生じる。そ

のため、評価に用いる成長曲線の特徴を理

解し、かつ評価の対象となる子どもの栄養

方法を考慮した評価が重要になってくる。 

 WHO-CGSを活用した身体発育評価の方

法については、WHO や活用している各国

がホームページ上でトレーニングコースや

ビデオ教材などのツールを提供している

（付図１－１）。 

 

②CDC2000 

 CDC2000 は 6)、アメリカ、オーストラリ

ア等で活用されている。アメリカでは、未就

学児の身体発育の評価の際には、誕生から

2 歳未満は栄養方法の種類に関わらず

WHO-CGS を、そして 2 歳から 5 歳までは

CDC の growth reference を用いるよう推

奨している。2 歳未満まで WHO-CGS を推

奨した理由として、1）母乳栄養を標準とし、
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その成長の状況が反映されていること、2）

正常な成長の基準として、すでに臨床医が

活用していること、そして 3)WHO-CGS が

質の高い研究方法で作成されていること、

などが挙げられている。一方、2 歳から 5 歳

（24 か月から 59 か月）までは従来どおり

CDC2000 の使用を推奨する理由として、

1)2 歳以降の成長曲線は CDC2000 と

WHO-CGSともに同様の方法で作成されて

いる、2）CDC2000 は 19 歳まで継続して

活用できる、3）仰臥位身長から立位身長に

変わる時点が 24 か月時点と一致している、

などが挙げられている。 

 CDC2000 を活用した身体発育評価の方

法やそのトレーニングについては、アメリ

カ CDC やオーストラリアの The Royal 

Children's Hospital Melbourneのホームペ

ージで教材が提供されている（付図１－２）。 

 

③UK1990 

 イギリスでは、自国の成長曲線 UK1990

と WHO-CGS を併用している 7)。生後 2 週

から 4 歳までは WHO-CGS を使用し、在胎

週 32～42 週ならびに 4 歳以降は、UK1990

を使用することを推奨している。WHO-

CGS は正期産児を対象に作成されており、

早産児のデータは含まれていない。そのた

め、UK1990 の在胎週 23～42 週の出生デ

ータを結合することによって、早産児の身

体発育評価も可能となっている。これが

UK1990 の特徴である。 

 例えば、正期産（37 週以降）で生まれた

子どもは、0～1 歳用成長曲線の年齢 0 時点

に出生時の身体計測値をプロットすると

UK 全体の出生時データと比較することが

でき、出生時のパーセンタイル値がわかる

ようになっている。なお、UK-WHO には、

生後 0～2 週には曲線が存在しない。この間

は生理的体重減少が見られ、その成長パタ

ーンも多様であるため、生後 2 週間の体重

の評価は、出生時体重と比較することとさ

れている。 

 早産児の評価については、在胎 32 週で区

切られている。在胎 32 週から 37 週で生ま

れた健康な早産児については、0-1 歳用の成

長曲線の横に示されている早産児用の曲線

に出生時から 42 週（出産予定日の 2 週間

後）までのすべての計測値をプロットする。

42 週の時点で、0-1 歳用曲線の 2 週時にも

プロットし、0-1 歳児用の成長曲線に移行す

る。ただし、この後の評価については、実際

の年齢時点の身体計測値に対し、その時点

から早く生まれた週数分を左側へ戻した時

点にプロットするといった補正が必要にな

る。この補正を伴う評価は、在胎週数が 32

から 26 週の場合は 1 年間、32 週未満の場

合は 2 年間とされている。なお、在胎 32 週

未満の早産児は、低出生体重児専用の成長

曲線を活用する。 

 また、頻回な身体計測は誤った評価につ

ながりやすく、それに伴う保護者の不安を

助長することが多い。よって、身体計測の頻

度についても言及しており、生後 2 週から

6 か月までは月 1 回、6 から 12 か月は月 2

回、1 歳以降は 3 か月に 1 回程度が望まし

いとされている。 

 イギリスをはじめ、アイルランドやニュ

ージーランド等の UK1990 を活用している

国では、ビデオ、パワーポイントなどの詳細

なトレーニング教材の他に、保健従事者向

けに成長曲線とともに留意点などを簡潔に

示した活用マニュアルがA4/A3サイズにま

とめられている（付図１－３）。そのため、

実際の測定時に活用しやすいようになって

いる。また保護者向けにも成長曲線の概要

や身体発育の評価法について専用ページが

24



設けられている。 

 

 

C-3. マニュアルの内容 

 主な国/機関において、成長曲線を活用し

た身体発育評価のための活用マニュアルや

トレーニングツールが公開されている（付

図１）。各マニュアルに共通して以下の内容

が含まれている。 

① 身体計測の意義 

② 成長曲線の特徴とその適切な選択 

③ 正確な測定方法 

④ 記録方法 

  ・両親の身長 

  ・出生週数、誕生日、出生時体重、出生  

   時身長 

  ・特記事項（例：栄養法） 

   ・身体計測値のプロットの仕方 

⑤ 測定値の評価およびその解釈 

⑥ 保健指導（カウンセリング）内容の選択 

⑦ 事例集 

 

 

Ｄ．考察 

 諸外国における乳幼児の身体発育評価の

際に使用している成長曲線の種類やその活

用法について、関連論文や資料をもとに調

べたところ、WHO-CGS を活用または自国

の成長曲線と併用している国が多かった。 

その理由として、母乳栄養を標準とし、健康

な子どもの“あるべき成長”を示しており、

世界共通の信頼性の高い評価ツールという

点が挙げられる。多くの国で活用されてい

るがゆえに、WHO-CGS を活用した乳児の

身体発育評価に関する研究も多く、特に母

乳と人工乳の成長パターンの違いに注意が

必要であることが強調されていた。 

 今回の研究では、成長曲線を用いた身体

発育評価の対象として、健康な子どもに限

定した。そのため、何らかの疾患をもつ子ど

もを対象とした成長曲線を活用した身体発

育評価の方法ついては、別の研究が必要で

ある。一方、早産児や低出生体重児の身体発

育評価は、イギリスをはじめ UK1990 を活

用している国で行われている。今後、わが国

で行われる乳幼児身体発育調査の病院調査

においても、極低出生体重児や生後 1 か月

時点で入院している児も調査対象となるこ

とが想定される。そのため、UK1990 を活

用した早産児の身体発育評価の方法は、わ

が国においても有益な参考情報になると思

われる。 

 本研究では、世界的に多く活用されてい

る 3 種類の成長曲線を活用した身体発育評

価の活用法とマニュアルについて調べた。

各国/機関ともに、身体評価の際の適切な成

長曲線の活用を促すために保健従事者向け

のトレーニング教材（紙媒体、オンライン、

ビデオ、パワーポイント）やマニュアルが充

実していた。わが国においても、平成 23 年

に乳幼児身体発育評価マニュアルが作成さ

れている。そして諸外国のマニュアルと同

様の内容が 94 ページにわたり詳細に含ま

れている。今後、実践現場での活用をより促

すために、詳細版に加え、A4/A3 サイズに

まとめた簡易版もあると、実際の測定現場

で手元に置いておくことができると同時に、

保健従事者間における身体発育評価の標準

化にもつながることが期待できると思われ

る。 

  

 

Ｅ．結論 

 今後わが国において成長曲線を活用した

身体発育評価およびその保健・栄養指導の

ためのマニュアル作成のための参考にすべ

き有用な基礎資料を得ることができた。 
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図１：WHO Child Growth Standards の世界の使用状況（2011 年 4 月時点） 
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表
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付図１．主な成長曲線を用いた身体発育評価のための活用マニュアルおよびトレーニング

教材の例 

1) WHO ｰ CGS 身体発育評価のトレーニングコース（一例） 

  

 

 

2) CDC2000を活用した成長評価のトレーニング教材（例: 2-20歳） 
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3) UK ｰ WHO: A3/A4サイズ 成長曲線（男児 0-4歳）と活用マニュアル 
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